
令和 2 年 2 月 5 日（水）に、本学 5 号館 521 教室にて、各フィールドワークゼミナールの活動成果を報告する

「成果報告会」を開催しました。１年間のゼミナールでの活動の成果や今後の課題などをパワーポイントで報告し

ました。また、クライアントの方々にも登壇していただき、貴重なご意見やご感想を頂きました。 

  
～フィールドワークゼミナールとは～ 

行政、中小企業、NPOなどのクライアントが抱える問題に対して、ゼミナールを中心にプロジェクトを組織し、クライアン

トとともに課題の解決にあたります。「行動力」「コミュニケーション能力」「協調性」といった能力を身につけ、社会が求め

る社会問題解決能力を備えた人材の養成を図ることを目的にしています。 

＜池田 潔ゼミナール＞ 

「フィールドワークによる地域中小企業と中小企業によるまちづくりの研究」 

＜豊山 宗洋ゼミナール＞ 

「若者の目線で高齢社会の就業を考える～学外調査にもとづいた提言～」 

＜宮城 博文ゼミナール＞ 

「フィールドワークによる観光関連業と地域の連携」 

＜粂野 博行ゼミナール＞ 

「フィールドワークによる中小企業の起業家精神の研究」 

＜横見 宗樹ゼミナール＞ 

「フィールドワークを通じた観光地域づくり」 

＜東山 明子ゼミナール＞ 

「フィールドワークによるメンタルトレーニング・メンタルサポートの可能

性」 

＜原田 偵夫ゼミナール＞ 

「フィールドワークによる河川環境保全の研究」 

＜桑島 紳二ゼミナール＞ 

「アートによる地域活性化 

～アートイベントの実践を通じて「公共」のあり方を考える～」 

＜加藤 司ゼミナール＞ 

「マーケティング思考によるフィールドワークゼミナールの実践」 

＜宍戸 邦章ゼミナール＞ 

「少子高齢化とまちづくり～フィールドワークで現状を理解する～」 



 

～ポスターセッション～ 

休憩時間には、ラビックホールにてポスターセッションが行われました。 

会場内に各ゼミナールが活動内容をまとめたポスターを展示し、活動内容の説明をしました。 

 

 

＜運営委員の感想＞ 

10あるFWゼミの活動内容がすべて見

られるのは成果報告ならではであり、

自分のゼミと他のゼミを比較すること

ができ、よい刺激を受けることができ

た。各ゼミのポスターには手の込んだ

ものも多く、ポスターからもクライア

ントとの繋がりを感じることができ、

貴重な時間となりました。私は司会を

務めさせていただきましたが、運営委

員並びに担当職員の方々のおかげで成

果報告会を成功させることができたと

感じます。皆様お疲れ様でした。 

 


